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緑地帯のつながり

キッチンカー

約150本の柱で支えられる大屋
根の周長は約 220m。柱と柱の
間隔は 0.5m ～ 3m。車両動線
部分は約 5mを確保する。

フェリーへ

●コンセプト

●全体計画

蒲郡市は日本有数の綿織物産地として発展してきました。「三
河織」は、異なる太さの糸による縦縞模様を特徴とし、均質
ではない糸の重なりには、三河の風土や文化が織り込まれ、
それ自体が蒲郡の歴史と生活に結びつくシンボルです。本計
画では、その縞模様を大屋根を支え広場を包み込む列柱と
して空間化します。歴史的な三河織から、近代の繊維ロープ
産業へと受け継がれてきた蒲郡の繊維文化。その歴史の延
長線上に、縦縞と蒲郡のロープ産業をイメージした列柱と膜
屋根によって新たなシンボルを創出します。分棟建築は基壇
上に点在させることで、周囲の緑地のリズムやスケールを継
承し、広場と一体となる市民の集う「大空間」を創出します。

高さのある列柱と軽やかな膜屋根は、東港
地区を象徴する新たなランドマークとなりま
す。海からも駅からも認識できる象徴的な
存在となることで、港とまちを視覚的に結び、
人々 を海へと導く新たなシンボルとなります。海・山・竹島など
の主要な視点場を結び、駅から海へ伸びる軸線を明確に示す
ことで、竹島ふ頭を「海への玄関口」として印象づけます。埋
立地の港の風景と、歴史ある建築や神社を包む緑、竹島へと
続く景観をつなぎ、蒲郡らしい豊かな眺望を創出します。

海からの眺望 駅からの眺望
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三河織 基壇をつつむ

三 河 織 に つ つ ま れ る

繊維ロープ ネット状
鉄骨柱と
構造ワイヤの
大空間

イメージ

緑地のリズムを継ぐ
大屋根ではなく
大空間

蒲郡の海辺には、観光地としての賑わいと、市民の日常が重なり
合う独自の風景があります。本提案では、竹島ふ頭を「海への玄関口」
と捉え、駅から海へと伸びる軸線の先に、人々 の活動と風景が自
然に交差する、“過ごしたくなる港”をつくることを目指します。
まず私たちの提案は、単なる「大空間」ではなく、市民をやわら
かく包み込むシンボルとしての「大空間」です。この場所に広がる
新しい風景として、「三河織につつまれる大空間」を提案します。そ
れを実現するために、歴史的な三河織から、近代の繊維ロープ産
業へと受け継がれてきた蒲郡の繊維文化。その歴史の延長線上に、
市民が集う抽象的な場所を新たに創り出します。蒲郡の地域文化として受け継
がれてきた三河織の繊細な織目を、無数の列柱による大屋根空間として再解釈
し、港とまち、人と風景を織り合わせる新たな公共空間を創出します。
織物の布のようなやわらかな列柱に包み込まれた広場は、海風や自然光、雨、
人々 の活動を受け止めながら、日常と非日常が重なり合う港の居場所となりま
す。三河織の繊細な織目は、列柱による立面的な空間として立ち現れます。柱
の密度や断面の変化によって、織物のような陰影と奥行きが生まれ、三河織の
イメージそのものが港のランドスケープへと拡張されていきます。
高さや断面の異なる列柱によって構成される大空間は、港らしい開放感をもつ
ランドマークであると同時に、光や風、雨を受け止める全天候型の広場となり
ます。列柱は、すだれのように自然環境を調整しながら、海や空、竹島の風景、人々
の活動をやわらかく包み込みます。また列柱に架け渡される大屋根は、近代の
蒲郡の繊維ロープをイメージした構造ロープによって構成される膜屋根とします。
大きな屋根と無数の柱によって生まれる半屋外空間は、建築の内部でも外部
でもない、新しい公共空間です。人々 の日常をやさしく受け止め、多様な活動
を包み込む、市民のための「大きな部屋」、そしてまちの「ホール」となります。
その下には、旅客ターミナルや飲食、市民活動機能を分棟形式で配置し、
柱の間に生まれる余白や路地のような空間によって、開放的で回遊性の
高い港の風景を形成します。昼間は海風と自然光を取り込み、夜には柔
らかな漏れ光と照明によって、新しい港の夜景を生み出します。
イベント時だけでなく、市民の日常の居場所として使われることで、この場所は時間
とともに蒲郡の新しい景色となっていきます。遠く海から眺めれば港の象徴として、
近くでは公園や広場に寄り添う風景として、「三河織につつまれる大空間」は、蒲郡
の歴史と未来をつなぐ新しい港の風景を育てていきます。この場所に新しくつくられ
る縦縞の風景そのものが、ここの唯一無二のシンボルとなっていくと考えています。 海を背景にイベントが開かれ、階段やテラス席から誰も

が気軽に楽しむことができる。

子供が列柱周りをかけっこしたり、ゆっくり柱に背をもた
れ海を眺めくつろいだり、様々な居場所の創出をします。

海を眺めながら思い思いの場所でゆったりと過ごします。列柱
がフェリーへと向かうゲートのように人々を海へと導きます。
海のホール

活動室での展示が階段や列柱へと広がり、屋内外が一体
となった半屋外の展示空間を創出します。

展示エリア

旅客ターミナル待合室
列柱の間から竹島を望み、時間や
季節によって移り変わる海の風景。
夕日とともに縦縞の影が現れます。

縦縞の列柱が作り出す市民が集
う大空間。活動が滲み出します。

分棟建物と水あそび広場が柱に
包まれ一体となり、列柱の間を走
り回りながら遊ぶことができます。

三河織の縦縞のような新たな風景
が立ち上がります。

キッチンカーやテラス席が並び、公園から大屋根下へと賑わいが
連続します。
竹島ひろば 縦縞の列柱

風景を織り込む柱

エントランス広場

水あそび広場

●施設計画
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1：旅客ターミナル
2：事務所
3：市民活動拠点
4：飲食等テナント 
5：倉庫
6：トイレ
　  建物合計
     大屋根
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弱い雨(5m/s)
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▪屋外照明の 1日消費電力量
約2.1kW ×6 時間 ( 運用時間 ) ＝約 13kWh

140m²のソーラーパネル＝約100kWh(年平均)

太陽光発電で使用電力量まかなえる計画

▪ソーラーパネル発電量

kWh/ 日 kWh/ 日
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照射範囲

アッパーライト
＠10m程度
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●構造計画（大屋根）

高さのある屋根を細く繊細な部材で効率よく支持するため、
鉛直力のみを支える柱（ピン柱）と、水平力のみを支える柱
（水平抵抗柱）を明確に分けて柱断面をコントロールします。
水平抵抗柱については、鉛直力を負担しないよう柱脚部で
鉛直方向にルーズなディテールとします。水平抵抗柱のラン
ダムな柱断面は、鉄骨量を最小化する最適化計算により決
定します。遺伝的アルゴリズムという、生物の進化の過程
を模倣した最適化手法を用いて、地震時の変形角を制約条
件のもと、鉄骨量を削減しています。偏心率を制約条件に
加えることで、高さの異なる柱の剛性をコントロールしなが
ら、鉄骨量を抑えたねじれの少ない架構を合理的に実現し
ます。ビルトボックス柱は、H形鋼に鋼板を溶接する構成
とすることで、専用設備を要するサブマージアーク溶接を避
け、一般的な溶接方法とすることで対応可能な鉄骨工場が
増え、製作・調達の自由度が高まり、コスト低減につなが
ります。 また、施工性を考慮し、柱と臥梁の接合が多い臥
梁ユニットは工場製作とします。運搬性にも配慮してユニッ
ト長を約10mとし、現場作業と運搬費の低減を図ります。

屋根面の形状を完全なフラットとはせず、2方向の曲率を屋根面に与えること
で、吹上・吹下荷重の両方に対して合理的に抵抗できる屋根形状とします。ケー
ブルは、吹き上げ時への抵抗のために短手方向に上側サグを設け、吹き下げ
時への抵抗のために長手方向に下側サグを設けます。これによりケーブルの
発生張力を抑制し、軽快な空間表現を実現させます。光触媒付きのA種膜材
を採用することで、セルフクリーニングを期待でき、膜の汚れについてはほ
ぼメンテナンスフリーとなります。ケーブルを地組みしてリフトアップさせ
る工法を取ることで、全面足場を取る必要がなくなりコスト縮減となります。

ケーブル反力図
（吹き下げ時）

ケーブル反力図
（吹き上げ時） 膜取り合い部のアクソメイメージ

●環境計画 熱環境解析
雨が落ちる範囲（緑）風環境解析（CFD解析）

風環境解析（CFD解析）

●設備計画

カーボンニュートラルの実現に向け、大屋根を構成する臥梁部分にPVパネル（ソーラーパ
ネル）を設置し、建築意匠と環境性能を統合します。発電した電力は蓄電池に貯蔵し、夜
間に使用される屋外照明および室内照明に活用することで、運用段階におけるエネルギー
負荷を低減します。さらに、サーキュラーエコノミーの観点から。蓄電池には中古EVバッ
テリーを再利用し、既存資源の循環利用を促進するとともにコスト削減も行います。これ
らの取り組みにより、持続可能な建築計画としてZEB Readyを達成する計画とします。

大屋根は南側約 31m、北側約 20mの高さとし、膜材には緩や
かなサグを設けます。大小さまざまな断面の鉄骨柱が織りなす
柱列は三河織を想起させ、この場所ならではの象徴的な風景を
創出します。また、大屋根は日影規制に配慮して敷地南東側に
配置し、整備後の敷地条件に対しても法適合する計画とします。

様々な色の表現が可能なRGBWのLED投光器を、下からのアッパーライトで用い、
柱と大屋根を柔らかく照らし、天井からのリフレクションを期待します。柱を中心に
空間全体を照らすことで、柱の屋内側は明るく、屋外側は影となり、柱の隙間から
見える明るい膜天井と柱が三河織りの様な特徴的な光の縦縞模様をつくります。ま
た、大屋根の高さを活かすことで、柱の光はたなびく水面へ長く反射し、三河織の
縦糸が海へと伸びるような夜景を生み出します。建物全体が光を内包する様は、港
のランドマークとなる象徴的景観の創出の一助となり、周辺地域の照明連動演出の
際も大きな存在感を発揮します。建物から漏れる柔らかな光が海辺に温かみのあ
る夜景を生み出し、歴史的な縦縞をシンボルとして港の魅力を高めます。

●照明計画

●断面計画

●膜構造屋根 

水平抵抗柱詳細図ピン柱詳細図 鉄骨分節イメージ

大屋根と列柱は、旅客ターミナル、飲食、市民活動などの多様な機能を緩やかに
包み込み、日射、風、雨を制御する環境的な架構として機能します。夏季には強
い日射を緩和し、冬季には北西からの卓越風を抑制することで、年間を通じて利
用しやすい半屋外空間を形成します。また、夏季には南東からの穏やかな風を列
柱の間から中庭広場へ導き、屋外空間に心地よい通風をもたらします。蒲郡では、
夏季に降雨量が多く、月降雨量は200mm前後に達します。年間を通じて北西の
風が主風向となる一方、夏季には南東の風が支配的となります。このような地域の
気象特性を踏まえ、大屋根下では列柱によって雨を伴う風を適度に減衰させ、雨
の吹き込みを抑制します。風向、風速および降雨条件にもとづいて検討した結果、
大屋根下への雨の吹き込みは限定的であり、半屋外空間として安定した利用環境
を確保できることを確認しています。このように、本計画では、日射、風、雨といっ
た物理現象を読み解きながら建築の形態を導き、光・風・雨環境の観点から適切
なチューニングを施します。大屋根と列柱は、単なる構造体ではなく、地域の気候
に応答しながら快適な滞留環境を生み出す環境装置として機能します。
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●分棟建築
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フェリー乗り場

大屋根の下には、12棟の分棟建築を配
置します。すべての分棟は全周ガラスと
することで、建物内部の活動が屋外へと
自然に滲み出し、屋根下全体に賑わいを
広げます。分棟配置によって、建物に囲
まれた広場、建物同士の路地空間、柱
に囲まれた滞留空間など、多様なスケー
ルの居場所が生まれます。大屋根がそ
れらをひとつの公共空間として包み込
み、雨や強い日差し、風といった外部環
境をやわらげることで、快適な半屋外空
間を創出するとともに、空調設備などの
環境負荷・設備負荷の低減にも寄与しま
す。分棟の構造は鉄骨ブレース構造を採
用し、部材構成を合理化することで経済
性に配慮します。また、軽量な鉄骨造と
することで基礎への負担を抑え、建設
コストの低減にもつなげます。

ルーフデッキ

大梁

小梁

鉄骨柱ブレース

ブレース

矩計図アクソメ図

臥梁：Build Box
W1000~1500×H600
PVパネル

鉄骨柱 ( ピン柱 ):20 本
Box-300x300 ~450x450

鉄骨柱 ( 水平抵抗柱 ):130 本程度
見込寸法：150mm~500mm
見付寸法：200mm~800mm

A種膜材

水勾配

ケーブルネット（長手）
φ40@4m

ケーブルネット（短手）
φ30@4m

海の広場 中庭広場

膜材サグ

飲食店 市民活動拠点旅客
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南側
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照明詳細図
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東
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周辺気候データ

→

ビルトボックス柱の合理化

1：旅客ターミナル
2：事務所
3：市民活動拠点
4：飲食等テナント 
5：倉庫
6：トイレ
　　建物合計
　　大屋根

凡例（プログラム、面積）
150㎡
30㎡
270㎡
270㎡
50㎡
70㎡
840㎡
3000㎡
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冬期（柱あり）
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ケーブルと膜の詳細イメージ

サグ（下側）
A種膜材

ケーブル
ネット

サグ（上側）

交点金物

A種膜

構造用
ケーブル
構造用
ケーブル U字金物

断面図

U字金物

U字金物

ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ

10m

N

JS00004052



250

3,000
( 一式 )

( 一式 )

( 一式 )

( 一式 )
( 一式 )
( 一式 )

( 一式 )

( 一式 )

( 一式 )
( 一式 )

11,000

「糸を束ねる織り手」…多様な専門性を束ね、三河織のように一つの建築環境へ織り上げるためのチーム

 設計思想を、かたち・機能から風景へ展開する仕組み

業務の執行体制 市民参加の仕組みづくり まちづくりの観点から捉えたデザイン

概略施工工程設計工程計画

施工計画（ステップ図）

詳細コスト業務に対する取組方針

建築設計者

構造設計 環境設計 照明設計

市民／利用者

行政学識経験者 管理者

公的役割

Graph Studio 岡安泉照明
設計事務所

港湾／海岸／道路等 運営、収益、維持管理中立的助言

防災・港湾機能における通信
や受変電インフラ担保

地域の自然特性を活かした自
然換気と、機械空調の融合

明確な工学性を見出し合理性
とシンボル性を両立 環境特性や物的現象を捉えた

シミュレーションや環境建築
実証実験結果をふまえた柔
軟で心地よい空間演出

管理技術者

プロジェクトチーム体制
配置予定技術者

石上純也
建築設計事務所 代表

使い手
設計者

フィージビリティ

管理技術者のパートナー
フロントランナー役

コスト／品質／スケ
ジュール管理

地域課題の抽出と解決
公民連携のプラットフォーム 管理・防災のリアルを知る

長期的な維持管理の視点
場を使いこなし、育て、
収益と公共性を両立

経済／文化的な地域を育みシームレスな文
化体験が可能となり、魅力の再発信も担う

「意匠」と「構造・設備・環境」の各設計者が「等価」
に強く連携するアジャイルな設計とし、相互理解や合
意形成を図ります

構造 環境

意匠

照明照明

設備

設備

PM／CM
QS・FM

公共性の根拠を支える主体

運営者
事業推進／政策判断

石上純也
建築設計事務所

広場設計者
（別発注）

港湾に拡がる空間活用、人々
が繋がる場づくり

技術者・コンサルタント

東京都市大学
建築都市デザイン学部
建築学科  中川 純

電気設備設計者
EOS plus

機械設備設計者
EOS plus

緊密な連携

チューニング

作品を織り成す総責任者とし
てすべてを束ねる建築家

緊密な連携：ランドスケープとしての意味あいが強いことから
　　　　　　　特に広場設計者との関係正性を深め、既存計画を強化します

意匠

※各種マネジメント

従来の取組体制

伴走型まちづくり先進的価値
を社会へ発信・位置づける

7 8 9 10 11 12 1 2 3月

意匠

会議体

構造

設備

環境

法令 /申請等

直接仮設仮設足場 等
ロングスパン EV

仮設工事

地業・基礎
躯体 膜屋根

鉄骨
意匠その他
耐火塗料 ( 柱 )
塗装 ( その他 )

仕上

屋外照明
ソーラーパネル

設備

A. 大屋根
直接工事費

項目 金額 ( 千円 )単価数量 単位

1,200

75

3

168.0 80

300,000
20,000

225,000

33,000 10,000

13,440

60,000

t

㎡

㎡

千円 /t

4,306 20 86,120

40,000 
12,000
822,870

㎡ 千円 /㎡
2,075 10 20,750㎡ 千円 /㎡

千円 /㎡

千円 /㎡
2 3,000 6,000

10,000
基 千円 /基

ケーブルネット 70,000

2026 年度 ( 令和 8) 2026 年度 ( 令和 8)

1 2 3 4週 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

2027 年度 ( 令和 9) 2028 年度 ( 令和 10 年度 )
4

1 2 3 4
5

1 2 3 4
6

1 2 3 4
7

1 2 3 4
1

1 2 3 4
2

1 2 3 4
3

1 2 3 4
8

1 2 3 4
9

1 2 3 4
10

1 2 3 4
11

1 2 3 4
12

1 2 3 4
4

1 2 3 4
5

1 2 3 4
6

1 2 3 4
7

1 2 3 4
1

1 2 3 4
2

1 2 3 4
3

1 2 3 4
8

1 2 3 4
9

1 2 3 4
10

1 2 3 4
11

1 2 3 4
12

1 2 3 4

- ランドスケープ
設計

- 照明計画

- マネジメント

概算

チューニング チューニング

発注対応

発注対応

発注対応

発注対応

発注対応

発注準備
基本

設計説明実施設計方針検討
実施
設計説明

建築確認申請

基本設計方針検討

設計条件等の整理 / 業務実施計画書作成

-市民参加
-パブリックコメント
- 住民説明会 他

関係者意見
調整会議

方針策定 方針策定

全体会 3 承認承認

意見調整

本体工事

単位

基本設計 実施設計 外装仕上 内装仕上 確認

準備工事 土工 地業

鉄骨製作鉄骨ロール発注製作図

膜製作

外構 植栽 /広場 照明 確認 是正 /引渡し

是正 /引渡し

是正 /引渡し鉄骨建方

鉄骨建方仮設基礎
膜屋根施工ケーブルネット施工 仕上 設備 確認

検査

検査

検査

着工 竣工

大屋根

共通

分棟建築

※ステップ図

項目 金額 ( 千円 )単価数量 単位 単位

月
週

西暦（和暦）

共通費 ( 諸経費等 ) 

B. 分棟建築

共通仮設費 /現場管理費 /一般管理費

合計
税 (10%)

直接工事費

㎡ 千円 /㎡

㎥ 千円 /㎥
66.0 800 52,808

15,000
83,000
8,000
16,224
60,000
30,000
25,000
313,472

136,361
1,499,972

227,268

t 千円 /t

830.0 100
1,600

㎡706
5

千円 /㎡23

㎡ 千円 /㎡

仮設工事

本体工事
直接仮設

躯体
地業・基礎

鉄骨

耐火被覆 (柱 / 梁 )
屋根

ガラス
意匠その他仕上

設備

小計

小計

1,363,611小計

電気
空調
衛生

市民参加を促すおおらかな器

・わかりやすい情報／判断材料の提供
・学識経験者 (中立的立場 ) の参加

足場を３段階で設置しながら、
鉄骨柱を順次溶接接合します

ケーブルに張力を導入します 膜を吊り上げてケーブル上部
に展開し、張力を導入します

分棟建築を施工します
エントランス広場側の柱は工事車両が柱間
を通り抜け出来るようを配置しています

ケーブルネットを地組みします 柱をガイドにして、ケーブルをウィ
ンチ等でリフトアップします

三河織に潜在する優れた思想を建築のかたちだけでなく、執行体制にも展開します。「建築・広場・運営」を一体
的に計画する体制と段どりが重要であり、多くのプロジェクトを共に挑戦し実現してきた各専門家と「意匠」を完
全な等価に捉え、「アジャイルな設計」とし、専門コンサルタントを含めチーム組成します。

広く意見が集まる仕組みをつく
り、形式的ではなく内容のある
市民参加を前提とした設計にし
ます。ワークショップや説明会
で得た学びや知見により、計画
を更新します。わかりやすいス
ケッチや模型を用い、市民の方
も理解しやすい会議とします。

一般的な土留め、
山留、RC基礎工
事に加え、海沿い
の水位を考慮し、
土留めに対する薬
液注入を考慮した
単価を算出

多様な機能／要素を分解し、検証を重ねて統
合を繰り返し行うプロセスを、短期のサイク
ルで行う取組方針とします。各専門分野で詳
細検討を行い、段階的に設計をまとめていく
フィージビリティの高い合理的な方法です。

コストスタディを継続的に行う中で、構
成比に基づきポイントとなる項目を抽出
し、詳細仕様の検討や施工の合理化、見
積取得を重点的に行っています。
施工工程や工事ステップの検討により可
視化して抜け漏れを防ぎ、仮設計画や物
流コストも含めた精度の高い詳細コスト
としています。

各会議体や市民参加に向けて、各設計者間で連携しあう短期間の設計サイクルとします。設計の
初期段階から、各段階における重要な部分を共有して段階的に進め、施工計画やコストスタディ
を含めた検討を継続的に行って計画の実現可能性を高めます。

市民
建築設計

わかりやすく「翻訳」
する方法を検討

中立的立場

設計者集団

行政 学識経験者

設備
Step   1

工事費検討

コストスタディ コストスタディ
4 51 2 3 6

Step  6  

全体会 2
( まちプロ ) ( まちプロ )

意見調整

 活動が周囲へあふれ出し風景となり、まちへの波及を担う

仮設基礎

省エネ計算

シミュレーション /フィードバック

詳細構造解析 膜形状最終調整

省エネ計算

工事費検討 実施図面作成

工事費検討

1
2
3

概算構造解析簡易な構造解析 構造形態決定

確認済証取得

着工

ぽるたるGAMAGORI 景観デザイン指針

景観計画

まちづくり協議会 ( まちプロ )

Step  2  ～  4    Step  5  
概算

特徴的な外観が彫刻としてのシンボルとなり、
駅からも人々が自然と引き込まれる計画です。
列柱で包まれた場は縦縞の三河織に包まれるよ
うな大空間となり、環境を制御して多様な活動
やイベントを誘発してホールのような空間とな
ります。日常的に市民が集まり、とどまる場と
なって内部、外部の活動が透きとおるような風
景としてランドスケープの一部となります。　

三河織に代表される歴史や文化
から着想を得た象徴的な建築
は、駅側、海上や竹島との間で
相互の見え方を考慮し、緩やか
に連なる列柱を介して港からの
様々な要素を重ね合わせるよう
な設計とします。
列柱、ケーブルネットと膜の大
屋根による構成は、建物に視線
を妨げる壁がなく、立面は
シャープで繊細な材で成り立

過ごしたくなるみなとゾーン」に位置す
る敷地の特性を生かし、市民の日常を受
け止める「大きな部屋」として、大屋根
を提案します。列柱と大屋根による大空
間は、市民をおおらかに受け入れる器で
す。その中で様々な活動が行われ、回遊
性を生み、港湾から地域全体へと波及し
て地域の象徴として使いながら育つ施設

鉄骨量の把握 ( 分棟建築 )

耐火塗料

仮設足場 地業・基礎など

鉄骨量の把握 ( 大屋根 )

蒲郡の海の玄関口として、共に育てる港の景
観や環境共生の指針を示し、シャープで風景
に溶け込む素材の選定なども規定しています

良好な景観は、歴史／文化や生活との調和に
より形成され、地域らしさが現れるとし、竹
島等の景観資産や視点場についても規定して

市民参加、社会実験や分科会の経緯を経て、継続的に
使い手の意見を反映し景観ガイドライン化している

足場

足場 柱
両側足場

足場なし

等価な取組体制

定例
定例

直接工事費の 20% ※2

直接工事費+共通費

文化的観点をふまえた
軽やかで象徴的な膜屋
根と列柱を具現化

ZEB Ready、環境負荷
低減の観点を踏まえた
空調や照明計画

膜屋根下の快適な空間を
列柱と膜屋根の構造要素
によって創出

快適な屋内、半屋外の空
間を創出しつつ、維持管
理費の削減をもたらす

膜屋根

屋根直下に足場を設けるのではな
く、柱まわりに足場を設けるのみ
に限定、3Dによる仮設足場の詳細
検討を行い、周長 (220m) と平均高
さ (25m) の両側足場 (計 11,000 ㎡ )
を段階的に組みながら鉄骨の列柱
を建てる工程と数量を算出

建物高さによる施工難度や膜の被覆面積、形状、風や
積雪加重を踏まえた見積を算出  ※実際の施工方法や鉄骨
部材との取り合いの詳細検討を膜業者と打ち合わせ実施済み

柱、梁やブレースといった構成部材それぞれのメン
バーに基づき質量を算出

列柱それぞれの表
面積と被覆厚さか
ら面積及び単価を
算出

列柱と臥梁の部材寸
法に基づき、規格品
の採用や合理化を行
いつつ、総重量と単
価を精緻化
臥梁等の形状から運
搬性も考慮

※鉄骨工事（大屋根、分棟）の単価、ビルト Box の製作方法を
合理化（H鋼＋鋼板）したことで単価を下げ、建て方、仮設足
場のあり方、施工性と運搬を考慮したユニット制作方法を、鉄
骨業者と打ち合わせ実施済み

平面形状は、内側に凸となる部分を極力減らし、外側に凸となる形状とすること
で、ケーブル反力によって臥梁に生じる面内曲げモーメントを低減します。これ
により臥梁への負担が軽減され、部材サイズや板厚を縮小できるため、臥梁の鉄
骨量を削減できます。（具体的な割合：楕円にすると臥梁鉄骨量が2割減）

柱の本数と断面寸法を最適化することで、必要な剛性・耐力を確保しながら鉄骨量を削減します。
例えば、一本当たりの柱断面を適切に大きくすることで柱本数を減らし、合理的な構造
計画とします。また、竹島への眺望など周辺環境を踏まえ、海側は大断面柱を配置して
柱間隔を広げるなど、柱の疎密を意匠と構造の両面から最適化し、景観性と経済性を両
立します。
（具体的な割合：150本→100本とすると、水平抵抗柱分で2割減）

大屋根の平均高さを下げることで、柱長さが短くなるため柱の鉄骨量を削減できます。また、柱長さ
の短縮により柱の曲げモーメントや変形が小さくなり、柱の部材サイズや板厚を縮小できます。
さらに、屋根高さを抑えることで風荷重が低減し、柱に作用する水平力が小さくなるため、柱断面を
さらに合理化できます。加えて、膜面に必要なケーブル張力も低減できるため、ケーブル径が縮小さ
れケーブルピッチが大きくなり、ケーブル断面や外周臥梁への反力が小さくなり、臥梁の鉄骨量削減
にもつながります。
平均高さを下げる方法としては、以下の2案が考えられます。
① 臥梁の最高高さを維持したまま最低高さを下げ、サグを大きくする。
② 屋根面形状を維持したまま、臥梁全体のレベルを下げる。
（具体的な割合：平均25m→20mとすると、水平抵抗柱の鉄骨量が2割減）

意匠

設備構造 環境

意匠 構造

設備 環境

工学的な観点から素材やか
たちの特性をとらえ、最適
な構造設計や解析を行う

コンセプトに基づき多様な
発意や条件を建築のかたち
にまとめる

照明による空間演出や、空
間の快適性、長期的な観点
から省エネ性能を高める

環境シミュレーションに
より港に開放感のある半
屋外空間をつくる

加重条件や施工性を踏ま
えつつ臥梁部に太陽光発
電を設置

連携

地域特性や場所性をふまえ
て性能の観点から環境シ
ミュレーション等を行う

・平面形状の合理化→ 臥梁の鉄骨量を削減

・柱の本数を減らす→ 柱の鉄骨量を削減

・大屋根の平均高さを下げる→ 柱・臥梁・ケーブルネットの鉄骨量を削減

ケーブルネットの概算

長手、短手方向の
ケーブルの径とその
交点金物、端末部の
スペックについて検
討し見積を算出

市民参加による協議会 蒲郡市策定 蒲郡市策定

その他 ( 揚重、仮囲い、養生など )

※1  蓄電池を含む
※2  公共建築工事積算基準を参考

コスト縮減方法

① ②

統合詳細検討 統合詳細検討 詳細検討 詳細検討 詳細検討 詳細検討統合 統合 統合 統合

ワークショップ /説明会など、市民参
加の方法を市と共に検討し、フレキシ
ブルに取り入れます。内容のある市民
参加と意見の尊重を前提とします。

鉄骨足場を内部に組まないことで、
膜屋根と分棟建築の施工を同時進行を可能とし工期を短縮します

品名 および 仕様 数量 金額

制作・輸送費

1)構造用ストランドロープ

　　CBX: 7x37 GX/O 40mm ST1470(ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ加工品)
　　端末金具：両端ﾈｼﾞｴﾝﾄﾞ＋ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ＋ﾌｫｰｸﾎﾞﾙﾄ

　　交点圧諦止め金具含む

9本 24,510,000
　　CBY: 7x19 GX/O 30mm ST1470(ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ加工品)
　　端末金具：両端ﾈｼﾞｴﾝﾄﾞ＋ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ＋ﾌｫｰｸﾎﾞﾙﾄ

　　交点圧諦止め金具含む

　　 19本 19,961,000

　2)交点金物 145組 7,250,000

　3)輸送費 1式 400,000

ケーブル架設費 1式 36,000,000

合計 87,281,000

品名 仕様 数量 単位 単価 金額

膜専用仮設材
膜展張用治具(掴み金物、線引き)、
仮設ベルト、芯材・スプレッダー損料 等 3010 ㎡ 2,500 7,525,000

ケーブル取り合い

膜下地金物制作費

膜分割膜下地金物、中間定着部U字金物 等
スチール：溶融亜鉛メッキ＋フッ素塗装 3010 ㎡ 3,800 11,438,000

膜屋根工事費
A種膜材：AP-450(白色)不燃材

フッ素樹脂酸化チタン光触媒0.8t 3010 ㎡ 89,000 267,890,000
膜定着金物：アルミFB・ファスナー、

SUSボルト・ナット、養生ゴム　等

工場制作、運搬、現場施工　等

合計 286,853,000

※1

種別 部位 平均H[mm] 平均B[mm] 平均tw[mm] 平均tf[mm] 平均材長[m] 本数 平均単位鉄骨重量[tf/m] 鉄骨重量[tf]
ピン柱 1（SN400B） 全長 300 300 6 6 20.712 7 0.055 7.980
ピン柱 2（SN400B） 全長 400 400 9 9 24.053 4 0.110 10.563
ピン柱 3（SN400B） 全長 450 450 9 9 28.854 9 0.124 32.158
水平抵抗柱 A（Built-Box, SN490B）下半分 320 950 6 6 21.601 18 0.118 40.101

上半分 320 950 4.5 4.5 ※埋込長=2.0m 含む 0.089
水平抵抗柱 B（Built-Box, SN490B）下半分 300 650 6 6 21.228 18 0.088 29.394

上半分 300 650 4.5 4.5 ※埋込長=2.0m 含む 0.066
水平抵抗柱 C（Built-Box, SN490B）下半分 250 400 6 6 21.059 18 0.060 19.846

上半分 250 400 4.5 4.5 ※埋込長=2.0m 含む 0.045
水平抵抗柱 D（Built-Box, SN490B）下半分 250 300 6 6 23.291 18 0.050 18.517

上半分 250 300 4.5 4.5 ※埋込長=2.0m 含む 0.038
水平抵抗柱 E（Built-Box, SN490B）下半分 200 240 6 6 22.425 18 0.040 14.192

上半分 200 240 4.5 4.5 ※埋込長=2.0m 含む 0.030
水平抵抗柱 F（STKR400） 全長 150 150 3.2 3.2 18.267 13 0.015 3.480

※埋込長=2.0m 含む
水平抵抗柱 G（STKR400） 全長 125 125 2.3 2.3 20.427 6 0.009 1.079

※埋込長=2.0m 含む
水平抵抗柱 H（STKR400） 全長 100 100 2.3 2.3 22.877 21 0.007 3.368

※埋込長=2.0m 含む
臥梁 A（Built-Box, SN490B） 600 1000 12 12 231.426 1 0.295 68.277

計 150 249.0

山地
(北 / 東西 )

海辺のみなと海辺のみなと

竹島周辺竹島周辺

東西軸東西軸

南北軸南北軸

周辺市街地周辺市街地
駅駅

竹島竹島

主要回遊動線主要回遊動線

三河湾
(南 )

眺望眺望

1

2

7

5

7

1

2

2
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マスタープラン
計画地付近は東西・南北軸の交点であ
り、結節点として回遊性を有し歩きた
くなる空間を目指しています

南北軸の蒲郡駅から海へ人を導く動線
と、東西軸の竹島周辺などへの主要回遊
動線の広がりの中で、相互の眺望や関係
性の中で、東西回遊の始点して、ランド
マークとなりつつ滞留できるような多様
な空間性を内包し、人々に愛着を持って
もらえる拠点とします。
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※「まちプロコンセプトブック」と、
　本提案とを重ね合したイメージです

※「まちプロコンセプトブック」と、
　本提案とを重ね合したイメージです


